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PsychoPyとは

•（一般的なPCで可能な範囲で）高い時間精度で刺激提示や反応
測定をするためのPython用パッケージ（オープンソース）。

• GUIで実験を作成してPythonのコードを出力するBuilderとい
うアプリケーションが含まれている。
• 今回はBuilderを使います。

• PsychoPyの機能を部分的にJavaScriptへ移植したPsychoJSと
いうライブラリが開発されていて、BuilderからJavaScriptの
コードを出力できる。
• この機能によりオンライン実験を作成できるようになりました。
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Pavloviaとは

• PsychoPy開発元であるOpen Science Tools Ltd.が運用してい
るオンライン実験用サービス(https://pavlovia.org)。

•個人ライセンスでは実験1回あたり￡0.2の費用がかかる(￡1= 
160円換算で32円)。年間￡1500のサイトライセンスあり。

• PsychoJSだけでなく、jsPsychやlab.jsで作成した実験も実行で
きる。

https://pavlovia.org/
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Pavloviaの内側に描かれているGitLabと
いうものについては後で解説します。



PsychoPy/Pavloviaを使う利点は？

• PsychoPy(PsychoJS)

• 性能面ではjsPsychやlab.jsといったライブラリと大差はない。凝った
ことをしようとするとGUIだけで済まずコードを書かないといけない
点もlab.jsと大差ない。

• 対面実験のためにPsychoPy Builderを使っている人には便利だろう。

• Pavlovia
• 自由に使えるサーバをすでに運用していて、十分な技術をもった管理
者がいるなら、Pavloviaは不自由and/or高コストと思うかもしれない。
• 個人的には専属の管理者を用意できないならPavloviaの方がいいと思います。
サーバを運用しているといつどんなトラブルが起こるかわかりません。忙しい時
期に緊急性が高いトラブルが起こると悲惨です。



個人的には、PsychoPyの開発がもう20年近く続いていること、
特に2015～2018年にかけてのPython2→Python3の移行という
困難を乗り越えたことへの信頼感が一番大きい。

これまで多くのソフトウェアやライブラリがOSのバージョン
アップなどをきっかけに使用できなくなるのを見てきた。
できることなら同じ体験を繰り返したくない。

オンライン実験はインターネットブラウザという膨大なユーザ
と巨大企業に支えられたアプリケーション上で動作するので、
jsPsychやlab.jsがそう簡単に使えなくなるとは思えないが…



準備

PsychoPy BuilderとPavloviaのアカウントを用意する。

詳しくは下記サポートページを参照のこと。

http://s12600.net/psy/python/workshop/jpa2022/

http://s12600.net/psy/python/workshop/jpa2022/


サンプルの実験

•「PsychoPyでつくる心理学実験」（朝倉書店）第2章のスト
ループ課題をオンライン実験化する。

https://youtu.be/3W1Otl78okk

日本認知心理学会WS用に作成した解説動画はこちら。

サポートページに作成済みの実験ファイルをZip形式で
まとめたものを用意している。

https://www.youtube.com/watch?v=3W1Otl78okk&t=0s


サンプルをオンライン実験化する

オンライン実験未対応のコンポーネントを使っていなければ、HTML
形式でエクスポートすることでオンライン実験用コードを出力できる。

「ファイル」の「HTML形式でエクスポート…」
を選択

「実験の設定」ダイアログの「オンライン」から実験保
存時に自動的にオンライン実験用ファイルが出力される
ようにすることもできます。
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HTML形式でエクスポートすると、PsychoPy Coderが開いてJavaScript
のコードが表示されるが、これは閉じても構わない。Builderを見失った
場合はメニューの「ウィンドウ」を使うと便利。

Builderを見失った場合は
「ウィンドウ」が便利

出力されたコードがCoder
に表示される。Coderは閉
じてもよい。



psyexpファイルがあるフォルダ（サポートページのZipファイルを展開
したならjpa2022_stroopという名前のはず）にindex.htmlと拡張子.jsの
ファイルができていることを確認する。

今回は初めて作業する方を想定して、この時点でこれらのファイルが
出力されていることを確認しましたが、次回以降確認は不要です。



ローカルで動作確認をする

オンライン化した実験はPavloviaへ転送する前に、自分のPCのブラウザ
で動作確認することができる。これをローカルデバッグという。

ローカルデバッグを実行するには、まず実験をRunnerに登録する。

Runnerに登録

1

このアイコンをクリックすると
Runnerへの登録からローカル
デバッグまで一気にできるので
すが、最初は一歩ずついきま
しょう。



実験が選択されて
いなければ選択する

2

ローカルデバッグの
実行

3

Builderのバージョンで
少しアイコンが違います。

Runnerのウィンドウで「ローカルデバッグの実行」ボタンをクリック
する。実験が選択されていないとクリックできないので注意。



標準のブラウザが開き、ブラウザ内に実験情報ダイアログが表示される。
Okをクリックすると実験が始まる。

特に初回はブラウザが開くまで
かなり待たされる事があります。

OKをクリック
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オンライン化できる条件

刺激
Polygon, Grating, Image, Movie, Sound, 
Text, TextBox

反応 Keyboard, Mouse, Slider, Formなど

カスタム Codeなど

サンプルの実験はあっさりオンライン化できたが、それはオンラインに
未対応のコンポーネントを使用していなかったからである。2022.2.2の
時点で対応しているのはこれらのコンポーネントのみである。



オンラインに未対応のコンポーネントを含む実験をエクスポートすると
Runnerの「注意」に警告が出力される。見落としやすいので注意。

（出力された実験では未対応コンポーネントは無視される）

警告が表示される



「コンポーネント表示制限」を
PsychoJSにするとオンライン
実験対応のものだけ表示される
ようになる。
(PsychoPyの再起動が必要)

「アプリケーション」タブ

1 ２

「ファイル」の「設定」を選んでPsychoPyの設定ダイアログを表示し、
「アプリケーション」タブの「コンポーネント表示制限」をPsychoJSに
すると、オンライン対応済みのコンポーネントのみが表示される。



! Codeコンポーネントを使っている

! コンポーネントのプロパティでPythonの式を使っている

! 実行時でないと確定しない条件ファイルから画像ファイル
などのリソースを読み込んでいる

などのときにトラブルが生じやすい。
他にも回転方向が逆になる、height以外の単位で問題が生じやすいと
いった点に注意が必要である。

※Codeコンポーネントのトラブルの解消例については日本認知心理学会第19回WS資料を参照



プロジェクトを作成して同期する

•ローカルデバッグで問題がなければPavloviaに転送をおこなう。

• Pavloviaでは実験をプロジェクトという単位で管理する。

• 実験に必要なファイル（刺激用の画像や音声、条件ファイルなど）
をひとつのフォルダにまとめる。

• 実験実施中はプロジェクト内のファイルは外部からアクセス可能と
なるので、アクセスされたらまずいファイルは置かない。

• ひとつのフォルダにはひとつの実験ファイル(psyexpファイル)。

• ふたつ以上あっても構わないが、Pavloviaで実行できるのは最後に「HTML
形式でエクスポート」した実験だけ。



サポートサイトのZipファイルを展開してここまで作業していたら、
jpa2022_stroopというフォルダ内に実験に必要なファイルがすべて
そろっている。このフォルダをそのままプロジェクトにできる。



2回目以降は「Pavloviaにログイン」の
上に自分のアカウントが表示されるので
それを選べばOK。

初めてBuilderでプロジェクトを作成してPavloviaへ転送する時には
ログインの作業が必要である。

「Pavlovia.org」から
「ユーザー」を選択

1

「Pavloviaにログイン」
を選択

２
Pavloviaの
アカウントで
ログイン
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ログインが済んだらいよいよ作業に入る。プロジェクト作成の手順は
何通りもあるが、ここでは作成からPavloviaへの転送まで一気に行う
方法を示す。

まず、Builderで実験を開いた状態でメニューの「Pavlovia.org」から
「同期」を選択する。すると右のようなダイアログが表示されるので
「プロジェクトの作成」をクリックする。

「Pavlovia.org」から
「同期」を選択

1

「プロジェクトを作成」
を選択

2



プロジェクト名を
決めて入力

4
ユーザー名

通常は変更しなくてよい

3

実験が保存されている
フォルダを選択

５

は先ほどログインしたユーザー名が自動的に選択されている。3

はPavlovia上でのプロジェクト名で、実験参加募集用URLの一部に
なるのでそのつもりで考えて入力する。

4

は実験(.psyexpファイル)が保存されているフォルダを選択する。５

右端の をクリックするとダイアログで選択できる。



同期ダイアログ

変更の概要を入力（必須）
将来的に公開を考えて
いるなら英語で書く

5

変更の詳細を入力（任意）

６

同期ダイアログが表示され、すぐ後に「変更をコミット」というダイ
アログが表示される。変更の概要は1行で簡潔に書く。詳細は任意で
ある。これらの変更情報はプロジェクトに記録されるので、将来実験
ノートの代わりに公開することを考えている場合は英語で書いた方が
いいだろう。



しばらく待つと、同期ダイアログにSuccessful sync at...と表示され
て、ダイアログのOKボタンをクリックできるようになる。
これでプロジェクトの作成とPavloviaへの転送が完了した。

OKをクリックできる
ようになったら
同期は完了

7

ここからはインターネットブラウザでの作業となるが、Builderは後で
使うので閉じないで残しておこう。



隠しファイルを表示

.gitという
隠しフォルダが

できてる

プロジェクト作成後、フォルダ内にはプロジェクトの設定や変更履歴
などが書き込まれた.gitという名前の隠しフォルダができている。



Pavloviaでプロジェクトを開く

ここからPavloviaでの作業である。ブラウザでhttps://pavlovia.orgに
ログインし「Dashboard」の「Experiments」を開く。

Dashboard

Experiments

1

2

先ほど作成したプロジェクトがある。
クリックするとプロジェクトのページが開く。

３

https://pavlovia.org/


プロジェクトの
ステータス変更

データ保存に
関する設定

実施状況と
結果のダウンロード

以後、本資料ではこのページをプロジェクトページと呼ぶ。



プロジェクトのstatusを理解する

INACTIVE
実験を実行することはできない。研究終了後に実験と
データを公開する用途などに適している。

PILOTING
実験の動作確認ができる。一定時間実行可能なURLが
発行され、実験終了後のデータは実行者の端末にダウ
ンロードされる。

RUNNING
実験を実施する。データはPavloviaサーバ上に保存さ
れる。保存時にクレジットが消費される（機関ユーザ
はクレジット不要）。



RUNNING

1

ローカルデバッグで問題なく動作
したならば、PILOTINGで確認する
必要はない。

RUNNINGをクリックすると、個人
ユーザーの場合、クレジットの割
り当てができるようになる。

機関ライセンスでカバーされる
ユーザーの場合はLICENSEが選択
されていて、クレジットの割り当
てなしで実験が実施できる。

個人ユーザーなら
CREDITになっている



クレジットを割り当てる(個人)
Store

1

Pavlovia
Credits

2

クレジットの購入はPavlovia StoreのPavlovia Creditsから行う。



クレジットを
割り当て

1

割り当てを
更新

2

まだプロジェクトに割り当てていないクレジットを持っていれば、スライダー
を調整するかキーボードでassignedに値を入力して、クレジットを実験に割り
当てることができる。



開始前

assigned:
reserved:
consumed:

10
0
0

実験開始

assigned:
reserved:
consumed:

9
1
0

assignedが1減る
reservedが1増える

データ保存

assigned:
reserved:
consumed:

9
0
1

実験中断

assigned:
reserved:
consumed:

10
0
0

reservedが1減る
consumedが1増える

reservedが1減る
assignedが1増える

いいえ

実験が開始されるとクレジットは1減って予約された状態となり、
データを保存した際に初めて消費される。保存されなかった場合
は予約が解除されクレジットは元に戻る。

正常終了
or

中断されたが
中断時に保存する
設定になって

いる

はい



クレジット割り当てスライダーの
代わりにライセンス情報が表示さ
れます。

機関ライセンスでカバーされる
ユーザであれば、クレジットを
割り当てずに実験を実行するこ
とができる。



データ保存に関する設定をする

正常終了しなかった場合に
データを保存するか設定する。

1

正常終了しなかったときにデータを保存するかはSaving Resultsの
Save incomplete resultsがONになっているかどうかで決まる。

オンライン実験では中断してしまう人が時々いるので、そういう
場合にクレジットを消費したくない場合はOFFにする。



データの保存形式を
選択する

1

Formatではデータ保存形式を選択する。

CSVではデータはプロジェクト内に保存されるが、DATABASEでは
専用DBに保存される。将来プロジェクトの公開を考えている場合、
CSVならデータも公開されるがDATABASEなら公開されないという
点が異なる。

※マルチメディアデータはCSV形式でもDBに保存される



参加者を募集して実験を実施する

このURLを参加者に
伝える。

1

プロジェクトのstatusをRUNNINGにした時点で、プロジェクトの
ページの右上にPolicyという欄が出現していて、そこにURLが書か
れている。

このURLにアクセスると実験に参加できるので、参加者に伝えて
アクセスしてもらうとよい。



データをダウンロードする

クリックするとZIP形式で
まとめたデータファイルが
ダウンロードされる

1

データのダウンロードはプロジェクトページのSessionsから行う。
CSV形式で保存している場合は、Builderから「同期」行って自分
のPCのプロジェクトフォルダ内にデータを転送することもできる。



参加者募集を終了する

参加募集を終了するときは

クレジットを解放
プロジェクトを
INACTIVEに変更

の順でおこなう。先にINACTIVEにしてしまうとクレジットの割り
当てを変更できなくなるので、もう一度RUNNINGに戻す必要が生
じる。



クレジットを解放せずにINACTIVEにしてしまい、どのプロジェク
トに割り当てらたままになっているかわからなくなったときは
DashboardのCreditsで確認する。

Dashboard

Credits

1

2

Statusで並び替え

3
assignedになっているクレジッ
トの行をクリックすると、割り当
てられているプロジェクトのペー
ジが開く
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Pavloviaからプロジェクトを削除する

予定していたセッションを
すべて終え、今後Pavlovia
上で実施する予定がない

プロジェクトを
公開したいか？

はい

いいえ

プロジェクトを
Pavloviaから削除

プロジェクトを公開



Pavloviaでプロジェクトを削除すると戻せないので、データをダウンロード
済みであることを今一度確認しよう。さらに、実験をいつ実施したかなどの
情報はデータ保存形式がDATABASEでのプロジェクトに記録されているので、
Builderの「同期」を使って自分のPC上のプロジェクトに同期しておこう。



Dashboard

Experiments

1

2

削除したいプロジェクト
を選択

3

チェックボックスを
クリックしにくいの
で気をつけて

Delete selected experiments
をクリック

4

プロジェクトの削除はDashboardのExperimentsから行える。



プロジェクトを公開する

•プロジェクト内のプログラムや刺激、実験実行履歴などを他の
ユーザーが閲覧できるようにすることを本資料では公開と呼ぶ。
• 参加者の個人情報や、配布制限がある刺激（写真素材など）が含まれ
ていないか注意すること。

•実験を公開したいという動機はいろいろある。
• 実験が適切に行われた証拠として公表したい。

• 自分の研究で使った課題を他の研究者にも利用してほしい。

• 自分の実験を誰かに追試してほしい。

• …



実験の公開設定はBuilderからでもできるが、バージョンによる操作方法の違いが大きいので
本資料ではweb上で行う方法を解説する。Pavloviaへログインして、公開したいプロジェクト
のページにある「View code」をクリックする。

View codeをクリック

1



gitlab.pavloia.orgというサイトのログイン画面が表示される。

ログイン情報は
Pavloviaと同じ

2

いきなり出てきたGitLab（一応スライド6で名前だけ紹介済み）と
いうのは、Pavloviaの内部でプロジェクトを管理するために使用さ
れているシステムのことだと考えるとよい。

プロジェクトに関する詳細な設定はGitLabから行う。



トップ
メニュー

レフト
サイドバー

GitLabのページ上部のメニューを「トップメニュー」、左のメニューを
レフトサイドバーと呼ぶ。



Settings

1

General

2

プロジェクトを公開するには、レフトサイドバーのSettingsからGeneral
を選択する。

※Settingsにマウスカーソルを重ねるだけで上図のようにサブメニューがポップアップする。



Expand

3

Permissionsという見出しの右にあるExpandボタンをクリックして
メニューを展開する。



公開するならPublic、
公開をやめるならPrivateにする

4

GitLabは心理実験に限らないさまざまなプロジェクトの管理を想定
したシステムなので、たくさんの項目を設定できるが、Pavloviaで
使用するならProject visibilityをPublicかPrivateにするかのどちら
かで十分である。

Save changesをクリックすると
反映される
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Explore
1

プロジェクトをPublicにすると、プロジェクトのGitLabのページは
URLを知っている人なら誰でも閲覧できるようになる。また、
PavloviaのトップメニューのExploreから検索できるようになる。



検索語を
入力

2

検索語を入力してEnterを押すと、公開されているプロジェクトを検索
できる。自分がPublicにしたプロジェクトが公開されているかの確認
にも使えるし、キーワードをいくつか入力して面白そうな実験が公開
されていないか探すのにも使える。



<>を
クリック

1

自分がメンバーでないプロジェクト
の場合は設定変更にかかわる項目が
表示されない

Exploreで見つけたプロジェクトの <> をクリックすると、対応する
GitLabのページが表示される。プロジェクトのメンバーではないユー
ザーが表示した場合、設定変更にかかわる項目は表示されない。



このアイコンを
クリック

1

形式を選択

2

サイドバーのProject→Details（Repository→Filesでも可）を表示し、
右上にあるクラウドのアイコンをクリックするとプロジェクトをダウ
ンロードできる。原則として、公開されているものなら自由にダウン
ロードしてよいが、利用についてはReadmeなどをよく読むこと。



プロジェクトを共有する

•プロジェクトをPavloviaユーザー間で共有することができる。

• 一般には公開したくないが、特定の知り合いには見てもらいたい。
• プロジェクトの「メンバー」に加えられたユーザーは、Privateに設定されてい
るプロジェクトでも閲覧できる。

• クレジットを持っていないユーザーの実験を、他のユーザーのクレ
ジットで実験したい。
• 機関ライセンスを購入できない研究室で学生の実験を教員のクレジットで実行す
るなどの場合に便利。



他のユーザーを自分のプロジェクトに追加するには、GitLabでプロ
ジェクトを開いてSettingsのMembersから操作をおこなう。

Settings

1

Members

2



Invite member

3

招待したいユーザーの名前を入力

4

権限を設定
クレジットの操作などをする場合は

Maintainerにしておくのが無難

5

Add to project

6

Invite memberになっていることを確認し、招待したいユーザーのアカ
ウント名を入力する。権限は本資料では詳しく説明しないがクレジッ
トの操作などを考えている場合はMaintainerにしておくのが無難。



Add to projectをクリックすると、その下にあるメンバー一覧に追加し
たユーザーが表示される。ここで権限を変更したり、プロジェクトか
らメンバーを削除したりすることができる。

メンバーをプロジェクトから削除権限の変更



招待された側のユーザーアカウントでPavloviaにログインすると、
DashboardのExperimentsに招待されたプロジェクトが表示される。

招待された
プロジェクトには
削除用チェック
ボックスがない

Namespaceが
招待した側の
ユーザー名



招待された側のユーザーから、自分のプロジェクトと同じ操作で
StatusをRUNNINGに変更したり、クレジットを割り当てたりする
ことができる。

プロジェクトから抜けたい場合は、プロジェクトのGitLabへ移動
してMembersからLeaveを選択する。

招待されているプロジェクトでは
自分のところにLeaveという

ボタンが表示される



さらに学ぶために

「PsychoPy/Pavloviaによるオンライン実験」朝倉書店

PsychoPy BuilderでPavlovia用の実験を作成するためのノウハウを紹介。今回の
ワークショップより高度な内容（プロジェクトの管理、Google Formとの連携、
マウスの活用、無作為化、文字入力、スライダーの使い方、PythonとJavaScript
の両方で使える関数など）を扱っている。

http://s12600.net/psy/python/workshop/cogpsy2021/

日本認知心理学会第19回ワークショップ資料

今回のTWSと重複部分は多いが、前半でCodeコンポーネントが原因のエラーに
対処する例が紹介されている。

http://s12600.net/psy/python/workshop/cogpsy2021/

